
氏名 　三　木　理　史

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

国際日本文化研究センター共同研究員／愛知県史編さん委員会特別調査委員／

茨木市史執筆委員／人文地理学会地理学文献目録編集副委員長／

人文地理学会協議員／歴史地理学会評議員／交通史研究会委員／鉄道史学会理事(2006年10月から)

講演会講師(大阪市阿倍野市民教養ルーム・奈良市登美ヶ丘公民館)

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 国 境 の 植 民
地・樺太(塙選
書104)

単

② 歴 史 と 空 間
(シリーズ人文
地理学８)

共

　植民地時代の樺太に関するト
ピックをとりあげ、わかりやす
く解説

　歴史地理学に関する巻のなか
で、社会経済史研究との関係を
概説(93～116頁)

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学会・
経営史学会・日本産業技術史学会・交通史研究会・鉄道史学会・日本植民地研究
会

大阪市における都市交通史の研究／樺太における植民地史の研究／近代日本の地
理写真史の研究

  関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

  博士(文学)

最終学歴

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

歴史地理学・交通地理学／都市交通史・植民地研究・写真史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

平成17～19年度科学研究費萌芽研究「明治期陸地測量部における写真班の活動に関する研
究」研究代表者。平成15～18年度科学研究基盤研究Ｂ「近代日本の民間地図と画像資料の地
理学的活用に関する基礎的研究」(研究代表者：群馬大学教育学部助教授関戸明子)研究分担
者。

地理学科３年次ゼミ報告書『秋田巡検報告書－秋田県内各地の地域調査－』（三木ゼミ調査
法・野外研究調査報告書第11号）,2007年1月。第21回地理学科海外研修旅行(中国東北地方)
引率

文学部教務委員長・全学教務委員・サークル旅と鉄道顧問・居合道部顧問

朝倉書店

塙書房2006年 5月

2006年10月



① 戦時期における
「都市鉄道」
―技術統制をめ
ぐる戦中・終
戦期―

単

① Book
Reviews:The
City as
Subject:Seiki
Hajime and the
Reinvention of
Modern
Osaka(Jeffrey

E. Hanes)

単

② 『陸都』化した
水都　大阪市

単

③ 交通体系が変え
た『忍者の里』
伊賀上野

単

④ 5.空間の組織化
2)交通・通信／
Ⅲ．近畿地方の
地 域 誌 A.
大阪府 北摂地
域　(3)交 通

単

　近畿に関する地誌の教科書の
伊賀市部分を分担(115～120頁)

　日本地誌の近畿巻のうち標記
項目を分担(63～65頁・180～185
頁)

　J. E.．Hanes氏の関一に関す
る著作を都市交通史の立場から
書評

　近畿に関する地誌の教科書の
大阪市部分を分担(1～12頁)

　戦中期の「都市鉄道」の変化
を車両技術に重点をおいて考察
したもの( 1～15頁)

（その他）

（学術論文）

鉄道史学会『鉄 道
史学』第24号

2007年 2月

Social Science
Japan Journal Vol.9
No.1

平岡昭利・野間晴雄
編『近畿Ⅱ 地図で
読む百年』,古今書院
平岡昭利・野間晴雄
編『近畿Ⅰ 地図で
読む百年』,古今書院

金田章裕・石川義孝
編『日本の地誌８
近畿圏』,朝倉書店

Apr-06

2006年8月

2006年5月

2006年4月


